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 〈第５Ａ分科会〉「教職員の専門性に関する課題」 
◇提言者  愛媛県松山市中学校教頭会 松山市立北条南中学校 山中 誠弘 先生 
 
◇提言主題 若手教員の授業力向上に向けた教頭の関わり 

―「松山の授業モデル」の実現に向けて― 
 
◇概要 
 若手教員の増加を受け、教頭がいかに授業力向上を支援すべきかに焦点を当てて研 
究に取り組んできた。松山市が推進する「松山の授業モデル」の定着を核とし、心理 
面と組織面の双方からアプローチを展開した。心理面では、ランチミーティング等の実施により、悩みを共有し
やすい環境を構築し、組織面ではメンター制度の確立や「オープンな授業づくり」を通じた日常的な相互参観と
フィードバックの機会を確保した。これらの取組により、若手教員の不安軽減と授業改善に向けた主体性が促さ
れ、学校全体の活性化につながった。今後も現場の声を反映した持続可能な運営体制の構築を目指す研究を推進
していく。 
 
◇グループ協議の様子 
「若手教員の働きがいと授業力向上の両立を図るための副校長・教頭の役割」を協議の柱に、活発な研究協議
が行われた。各グループの発表内容は以下のとおりである。 
・若手教員の授業力や学級経営力のスキルアップに向けて、ＯＪＴ研修等を通して所属教員の専門的な知見を伝
えたり、自己申告面談において目標設定を確認したりして推進していく。 
・教員の働きがいについて、データによる指導案の共有等は便利である一方、 
それが若手教員の指導力向上、人材育成につながるかどうかという意見もある。 
・働きがいを高める取組は地域によって差がある。管理職が連携して、働きがい 
を推進する枠づくりを整備していく必要があるのではないか。 
・若手教員だけでなく、全教職員に対して、人と人とをつなぐ役割を副校長・教頭 
が担っていくことが重要である。どんなに忙しくとも、教員の声に耳を傾け、 
対応していく。 
・若手教員が悩み等を話せる職場風土の醸成が重要である。 
・チーム担任制や教科担任制等、児童を多くの目で見ていく体制を構築し、見守っていく。 
 
◇主な指導・助言 
札幌市教育委員会教職員担当部教職員育成担当課研修担当係 指導主事 アルティ みお 先生 
・心理的支援として、ランチミーティングや相談窓口の設置は、教員の孤立を防ぎ、心理的安全性の基盤を構築
する取組である。技術的支援として、「松山の授業モデル」の共有、メンター制度、少人数の模擬授業は、授業
の質の標準化と向上につながる取組である。この両輪を個々の若手教員に応じて推進していくことが肝要であ
る。 
・余白を創出し、その時間を何に活用するかが大事である。多様化する校務の中で、若手教員の育成に充てる時
間をどう捻出し、その時間を何に活用するかが重要である。 
・教頭が若手教員に伴走している点が素晴らしい。生み出された時間を、教員同士の協同的な対話や深い学びの
ための研修に生かしていってほしい。 

 
神奈川県川崎市立柿生小学校 校長 支倉 圭太 先生 
・「松山の授業モデル」を模擬授業で具体化・体得している。また、「課題設定・交流・振り返り」と分解するこ
とで、同期・同僚との少人数の模擬授業にもつながるとともに、「失敗しても 
いい」という安心空間の中で進められている。それらを教頭会で位置付けた 
点にも価値があり、授業力アップにつながる。 
・「松山の授業モデル」という確かな「型」を身に付け、授業が安定したのは本 
研究の成果である。そこから、「型」を自分のものにし、目の前の児童の実態 
に合わせてアレンジしていく。独自に工夫を凝らし授業を創るプロフェッショ 
ナルへと脱皮していくことが重要である。 
・教頭からの「現場に根ざした具体的な経営提案」を校長は待っている。現場の 
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教員の疲労度や悩みを把握し、代替案をぜひ発信していってほしい。 
◇提言者  北海道釧路市小中学校教頭会 釧路市立愛国小学校 渡部 潤 先生 
 
◇提言主題 夢と志をもち未来を切り拓く力を育む活力ある学校づくりの推進 

―教頭間の日常的なつながりを基盤とした質の高い教職員集団の育成― 
 
◇概要 
副校長・教頭同士のつながりを基盤に、質の高い教職員集団を育成することを 
目指し研究に取り組んできた。釧路市では中堅層の教職員が少なく、複雑化する 
教育課題への対応が急務となっている。そこで、「継続性・協働性・関与性」の 
３Ｃを視点に「学び合う教頭会」の組織強化を図った。具体的な取組として、対 
面でのテーマ別協議に加え、Google Driveや Classroom等のクラウドを活用した 
迅速な情報共有、校内研修の可視化等を実施した。結果として、副校長・教頭間 
の連携が深まり、組織力の向上や教職員の資質向上に成果が見られた。今後は、 
危機管理への対応や自発的な情報発信の強化をさらに図っていく。 
 
◇グループ協議 
「『学び合う教頭会』の深化と活力ある学校づくりを目指した副校長・教頭の役割」を協議の柱に、活発な研究
協議が行われた。各グループの発表内容は以下のとおりである。 
・校区において管理職間で情報共有できるのは、特に災害時や緊急対応時等において非常にありがたいことであ
る。 
・現場をよりよくするためにも、教頭会からの提案を校長会へさらに進言してい 
くことが大事である。 
・校内の全教員が研修部・研究部に所属しており、自分たちでテーマを決め、自 
分たちで学び合う体制をとっている学校もある。 
・学校運営にコミュニティ・スクール（学校運営協議会）をどれだけ巻き込める 
かが大事である。 
・教頭・副校長が元気であることが、学校を円滑に運営することにつながる。 
・教育委員会との情報共有や教頭会・副校長会からの要望等を伝える場もあって 
もよいのではないか。 

 
◇主な指導・助言 
札幌市教育委員会教職員担当部教職員育成担当課研修担当係 指導主事 アルティ みお 先生 
・釧路市の教頭会の取組が多岐にわたっていて素晴らしい。教頭同士が学校の枠を超えてつながるということは、
若手教員も学校の枠を超えてつながることにつながる。 
・教頭間における引継ぎシートを作成し、見える化をするというその過程において、自分の中でも整理できる点
もあるのではないか。 
・クラウドへの積極的な書き込み等に関する課題については、「気軽に入力できる、発信できる」という意識への
移行がポイントの一つである。 
・個人の受け止め方による違いはあるが、危機管理やコンプライアンス等、より 
幅広い分野へと視野を広げつつ、展開していく必要がある。 
・キーポイントは、教頭会で得た知見を自校の教職員へどのように浸透させていくかである。 
・経験値だけでは、先行き不安な時代に入っている。学校をどうマネジメントし 
ていくか。令和１２年には、学習指導要領が施行される。どのような学校をつくってい 
くのか、どのような教員を育成していくのか、一日に５分でも考えていく、そ 
の積み重ねが大事ではないか（エールとして）。 

 
神奈川県川崎市立柿生小学校 校長 支倉 圭太 先生 
・多くの研究がやって終わりになってしまうが、研究主題を深める視点として掲げられた３Ｃ（実践の蓄積とし
ての「継続性」、全員で推進する「協働性」、各校の課題改善に自ら踏み込む「関与性」）は、情報交換だけでな
く、教職員集団の変容にもつながるものであった。 
・Ａ：協同 Ｂ：共同 Ｃ：協働 を教育的価値が高い順に並べた場合、その順位は次のとおりである。 
① Ｃ：協働･･･互いの専門性を活かし、新たな価値（子どもの成長）を創り出す専門性をもった教職員が、対
等な立場で「子どもの変容」という共通のゴールに向かって、主体的に知恵を出し合う。 

② Ａ：協同･･･ミスをチームでカバーし、行動を成功させようと団結する。お互いの苦手を補い合い、組織と
して支え合う体制。 

③ Ｂ：共同･･･分掌の仕事を割り振って処理をするといった形式的な協力関係。機械的に業務を分担してこな
している状態。 

・Google Drive や Classroom 等の活用は、つながりの日常化と心理的安全性の確保につながる心の拠り所であ
る。 
・教頭会の学びが自校の教職員へ還元されている点が素晴らしい。実践により学びが深まるだけでなく、そこか
らベテラン層の学校運営への意識向上、教職員が自走するようになったことにつながっている点が重要である。 
・デジタル空間での発信ハードルの下げ方として、弱さやプロセスを共有する空間を意識することが肝要である。 



・校長との「経営ビジョン」の共有と経営参画への意識を高めるため、限られた時間の中でも日常的に会話を重
ね、ベクトルの一致を図っていくことが大切である。 

 


